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要旨 ナワトル語は、従来、非階層構造的で語順の自由な言語と見なされることが多く、実際の語順現象や統語的制
約について、詳しい検討が加えられることは少なかった。しかし、発表者が調査を行っているナワトル語イシュキワ
カン方言の語順現象を見ると、同方言の統語的自由度は、公用語であるスペイン語と大きく変わらないばかりか、ス
ペイン語とよく似た語順交替が認められる。本発表では、両言語の観察事実と、言語類型論・生成比較統語論・メソ
アメリカ先住民語学の成果を踏まえ、スペイン語・ナワトル語型の言語が、語順において「控えめな動詞初頭言語」
(MoVIL)という一類型をなすと指摘し、この概念が、「自由語順言語」と見なされがちな諸言語の統語現象の具体的
理解への道を開くと主張する。最後に、この種の言語で主語が前置される理由を、情報構造の観点から考察する。

1 スペイン語の語順
1.1 動詞初頭言語としてのスペイン語
一般に、スペイン語は SVO語順の言語と見なされることが多い。目的語の接語代名詞が定動詞に先行することを

除けば、ほぼ一貫して VO語順を示し、主節・平叙文では、 (1)のような SVO語順が支配的である。WALS Online

や SSWLなどの言語類型論データベースにも、スペイン語は SVO言語として登録されている。

(1) Mi

1SGP

hermana

姉妹
escribió

書く.PRET.3SG

la

DEF

carta.

手紙
「私の姉（妹）がその手紙を書いた」 (Zagona 2002: 27)

一方、スペイン語が動詞後主語、つまり動詞初頭語順を許すことも広く知られている。たとえば、(2a)と (2b)を比
べると、談話の初頭に現れることが期待されるのは、VS語順の (2b)であるという (Contreras 1976: 5)。また、VSO

語順は、主節・平叙文では限定的にしか現れないが、(3)のような不定詞節や命令文ではもっとも普通の語順である。

(2) a. La

DEF

resistencia

抵抗
empezó.

始まる.PRET.3SG

「抵抗運動が始まった」

b. Empezó

始まる.PRET.3SG

la

DEF

resistencia.

抵抗
（Contreras 1976: 5より改変）

(3) a=l

…に=DEF

terminar

終える.INF

esta

この
mujer

女
el

DEF

bachillerato

高校課程
「この女性が高校課程を終えるにあたって…」

こうしたことから、生成比較統語論やその周辺分野では、スペイン語の文は基底に (4a) のような動詞初頭構造を
もっており、SVO構文は (4b)のような主語前置によって派生しているという仮説が、くり返し提示されてきた。

(4) a. V S O b. S V S O

このモデルには、スペイン語型の言語における SVO語順と動詞初頭語順との交替を、アラビア語のようなより典
型的な動詞初頭言語における類似の語順交替と並行的に論じることができるという利点がある。アラビア語など、基
本語順が VSO である言語の多くで、副次的語順として SVO 語順が現れるという事実は、「Greenberg の普遍性 6」
として知られる (Greenberg 1963)。VSO の S を文頭に移動すると SVO になるので、この語順交替は、主語の前置

*本発表は、発表者の博士論文 (Sasaki 2021)第 5章で提示したデータや論点を再編し、言語類型論的なサーベイと主張を加えたものである。
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の有無に読み替えることができる。Fassi Fehri (1993: 27–34) は、アラビア語の VSO 語順と SVO 語順との交替を、
(4) と同様の主語の上昇によって説明している。スペイン語の語順交替を (4) のように一般化することで、スペイン
語型の語順交替を、アラビア語型のそれと体系的に比較することができる。Alexiadou & Anagnostopoulou (1998)や
Gutiérrez-Bravo (2002: 1–4)は、スペイン語型の SVO/VSO言語と、ケルト諸語やアラビア語のような VSO言語との
語順の違いを、主語前置の条件の差に帰着させている。
この仮説の傍証として、SVO語順と動詞初頭語順、とりわけ VSO語順との類型論的親和性が挙げられる。SVO言
語と動詞初頭言語は、ともに「VO言語」として、共通した傾向（前置詞の使用、関係節・副詞的従属節の後置など）
を示す (Dryer 1991)。また、SVO・VSO間の語順変化が通言語的に自然であることも指摘されている (Gell-Mann &

Ruhlen 2011)。中国語のいわゆる「存現文」のように、構文単位では VS語順を呈する SVO言語も多い。

1.2 スペイン語の動詞前位置
こうした視点に立った場合のスペイン語の動詞前主語の位置について、生成文法と機能文法の双方から、興味深い
指摘がなされている。Zubizarreta ([1995] 1998: 100–105)は、スペイン語の SVO構文で主語が置かれる位置が、(5a)

のように他の要素によって占められる場合もあることを指摘している。さらに、この位置には複数の句が同時に置か
れることはなく、動詞の前に 2つ以上の句が置かれる場合は、動詞直前の要素以外を、休止（コンマで示す）などで
明示的に主題化する必要がある (5b)。

(5) a. Ayer

昨日
presentó

提示する.PRET.3SG

María

マリア
su

3SGP

renuncia.

辞職
b. Ayer,
昨日

María

マリア
presentó

提示する.PRET.3SG

su

3SGP

renuncia.

辞職
「昨日マリアは辞表を提出した」 (Zubizarreta [1995] 1998: 101–102)

このことは、スペイン語の動詞前主語位置が、句を 1つだけ置くことができる一種の統語的スロットであることを
示唆している。Zubizarreta ([1995] 1998)は、スペイン語の文の基本構造を XVSO (XPVSO)と規定している。一方、
Martínez Caro (2009)も同様の観察に基づき、Dik (1997)に倣って、この Xにあたる位置を P1と呼んでいる。これ
らのモデルは、スペイン語が基底では動詞初頭語順をもつという第 1.1節の仮説と本質的に同じものである。

2 ナワトル語イシュキワカン方言の語順
次に、発表者が調査している、ナワトル語イシュキワカン方言の語順現象を概観する。言語類型論において、いわゆ
る平均的ヨーロッパ語 (Standard Average European)の一部と見なされがちなスペイン語と、複統合的 (polysynthetic)

で非階層構造的 (nonconfigurational)と目されることの多いアメリカ先住民語のナワトル語は、一見対照的だが、以下
に報告するイシュキワカン方言の語順現象は、スペイン語のそれと多くの点で共通している。
なお、本発表では、「語順」の議論の対象を、原則的に並べ替え可能な、音韻語・句レベルの要素（動詞語・名詞句
など）に限る。ナワトル語の人称接辞や、スペイン語の接語代名詞の位置は問題としない。

2.1 形態統語論的概要
ナワトル語 (Nahuatl: náhuatl, mexicano)は、ユート・アステカ語族に属するナワ語派の大部分を占めるメソアメリ
カ先住民語の 1つで、約 165万人によって話されている（2020年国勢調査）。発表者の調査しているイシュキワカン
方言 (Ixquihuacan Nahuatl)は、このうち西プエブラ山地（西シエラ）方言 (ISO 639-3: nhi)の一変種である。
ナワトル語は主要部標示型の言語で、たとえば動詞節では、主語・目的語の人称・数が、動詞語に人称接辞の形で
標示される。音形をもつ名詞句としての主語・目的語は必須ではなく、動詞単独で文を作ることもできる。明示的な
名詞句項の有無にかかわらず、人称接辞は義務的で、決して脱落しない。また、名詞句は格標示をもたない。
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(6) a. Nehwātl

1SG

ni-k-mānilowa

1SGS-3SGO-かき混ぜる
n

DEF

tix-tli.

生地-ABS.SG

「私は生地をこねる」 (Trabajo de tortillería)

b. Ni-k-mānilowa.

1SGS-3SGO-かき混ぜる
「私はそれをかき混ぜる・こねる」

2.2 SVO語順と非 SVO現象
ナワトル語では、多くの情報が接辞や抱合などの形態論的手段で符号化される一方で、語順などの統語的要素の果
たす役割は相対的に小さいと考えられてきた。これに対し、イシュキワカン方言では、語順が明確な機能をもつ。
同方言では、他動詞文・自動詞文ともに SV(O)語順が支配的で、Tlēn panōtok?「何が起こっていますか？」のよう
な質問への定立的 (thetic)な答えは、主にこの語順で現れる。特に他動詞文では SVO語順への選好が強く、(8)のよ
うに OVS語順と解釈するのが語用論的に自然と思われる文でも、文脈なしで提示された場合、SVO解釈が選ばれる。

(7) N

DEF

Gabryêl

ガブリエル
Ø-ki-chihchı̄w-tok

3S-3SGO-整える-DUR

n

DEF

tlakwal.

食べ物
「ガブリエルが食事を作っている」

(8) N

DEF

Pēdroh

ペドロ
ō-Ø-ki-titik

PST-3S-3SGO-噛む.PRET

n

DEF

ı̄-tskwih.

3SGP-犬.POS.SG

「ペドロが彼の犬を噛んだ」（?「彼の犬がペドロを噛んだ」）

しかし、上記の観察をもってイシュキワカン方言を純粋な SVO言語とすることはできない。まず、適切な文脈が示
された場合、(9)のような OVS語順も現れる。また、存在や出現の動詞など、主語が新情報や焦点を担う場合、(10)

のような VS語順が圧倒的に優勢となる。さらに、従属節では (11)のように動詞初頭語順が現れやすくなる。

(9) N

DEF

āxah

今
n

DEF

itskwin-tli

犬-ABS.SG

Ø-ki-kūwiya-h

3S-3SGO-追いかける-PLS

n

DEF

sērahokwilimeh.

蜂.ABS.PL

（犬が蜂の巣に向かって吠えた）「すると、蜂たちが犬を追いかける」 (Frog Story)

(10) Pēroh

しかし
ompa

そこ
ō-Ø-katka

PST-3S-ある.PRET

sē

1つ
awaka-būwi-tl.

アボカド-木-ABS.SG

「さて、そこに 1本のアボカドの木があった」 (Siete fundadores)

(11) ... porkéh

なぜなら
ō-Ø-ki-tsilı̄nih-keh

PST-3S-3SGO-鳴らす-PRET.PLS

n

DEF

siwā-meh

女-ABS.PL

「（女性が撞いてはいけないという鐘を）女性たちが鳴らしたから」 (Iglesia de Ixquihuacan)

2.3 動詞前位置の制約
また、次のような制約がある。VSO・VOS・OVS語順は、適切な文脈が与えられれば許容される場合があるのに対
し、(12a)のような SOV・OSV語順は一貫して許されない。ただし、(12a)のような SOV語順でも、(12b)のように
主語と目的語の間に休止（コンマで示す）を置いて明示的に主題化すれば、境界的ながら許容される。

(12) a. ? N

DEF

Lupı̄tah

ルピータ
san

…だけ
sē

1つ
tamal

タマル
ō-Ø-ki-kwah.

PST-3S-3SGO-食べる.PRET

「ルピータはタマル（伝統料理）を 1つだけ食べた」
b. N Lupı̄tah, san sē tamal ōkikwah.
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このように、SVO・VSO・VOS・OVS語順が許されるのに対し、SOV・OSV語順は許されず、しかも第一要素を
明示的に主題化すれば許容度が上がるという観察事実は、次のように一般化できる。

(13) 動詞直前の位置には、主題化された要素を別にすれば、主語または目的語を 1つしか置くことができない。

3 考察
3.1 スペイン語とイシュキワカン方言の共通点
ここまでの議論で、イシュキワカン方言において、多くの場合に SVO語順が無標であること、構文や文脈によって
は SVO以外の語順が許容され、また好まれる場合があること、動詞の前に主語と目的語の両方を置くことができな
いという、談話的要因からは説明困難な語順制約があることを見た。第 1節で概観したスペイン語の語順現象と、第
2節で報告したイシュキワカン方言の語順現象を見比べると、両言語には次のような共通点が見いだせる。

(i) SVO語順が、最頻かつ主節・平叙文の無標な語順であること
(ii) SVO語順と動詞初頭語順との体系的な交替が見られること

(iii) 動詞の前には主語以外の句も置くことができ、かつ複数の句を同時に置くことはできないこと1

そこで、本発表では、第 1節で概観したような XVSO構造が、イシュキワカン方言にも存在すると主張する。この
仮説により、上記 (iii)のような語順制約を説明できるだけでなく、従属節や存在動詞について観察されるような VS

語順に関しても、「なぜ主語が前置されないのか」という、より具体的な問いを立てることができる。
なお、上記のようなイシュキワカン方言とスペイン語の類似が、言語普遍性に由来するものではなく、単に両言語
の長期にわたる接触の結果である可能性は排除できない。しかし、次節で見るように、植民地期初期のナワトル語で
も似た語順交替が見つかっており、接触前のナワトル語の姿も、現代ナワトル語と似ていた可能性が高い。

3.2 ナワトル語諸方言への適用
古典ナワトル語をはじめとする他のナワトル語諸方言にも、上記の「XVSO仮説」が適用可能であることを示唆す
る事実が見つかっている。一般にナワトル語が述語初頭語順を原則とし、動詞前主語は主題化の結果であるという見
解は、比較的広く受け入れられている (Launey 1979: 24, 38, 1994: 40, Hill & Hill 2004, Pharao Hansen 2010)。また、
基本語順についての観察結果は、方言・研究者ごとにまちまちで、統一見解がないが、「XVSO仮説」によって、その
多様性を体系的に整理できる。諸方言の語順についての主な見解を次に示す（方言名は略す。★ は古典ナワトル語）。

(i) SVO語順: Brockway (1979), MacSwan (1998), de la Cruz Cruz (2010), etc.

(ii) 述語初頭語順: Beller & Beller (1979), ★Launey (1979), ★Sullivan (2018), etc.

(iii) 分裂語順 (SVO/VS/VO): ★Steele (1976), Tuggy (1979), Sischo (1979), etc.

(iv) その他（談話要因など）: ★Andrews (2003), Pharao Hansen (2010), Flores Nájera (2019), etc.

この相違の一部は方言差に由来すると思われるが、同じ語順交替現象の異なる側面を切り取っている可能性もある。
「XVSO仮説」では、上記の観察結果の差を、主語前置という単一の視点に還元して検証することができる。

3.3 MoVILという類型
ここまで、スペイン語とナワトル語がよく似た語順交替をもつことを指摘した。両言語は、基底では動詞初頭語順
をもちながら、実際には主語の前置により SVO語順をとることの多い、「控えめな動詞初頭言語」である。本節では、
この「控えめな動詞初頭言語」(moderately verb-initial language: MoVIL)が、世界の言語のなかで珍しくない存在で
あること、この概念が、従来「自由語順」とされてきた言語の語順現象の具体的理解に資することを主張したい。

1厳密には、イシュキワカン方言では、(9)のように動詞前主語よりも前に時や場所などの副詞句を置くことができ、その際、必ずしも韻律的な主
題性の明示を必要としない。ナワトル語の副詞的要素や文頭小辞には接語化していると思われる例もあり、その詳しい性質は明らかでない。
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3.3.1 関連する指摘

MoVILに相当する概念は目新しいものではない。メソアメリカ先住民語学に限っても、Aissen (1992, 1999)はマ
ヤ諸語について、López Nicolás (2016)はサポテク語について、それぞれ動詞前に「XVSO仮説」で想定されるよう
な排他的な統語的位置が存在することを指摘している。また、スペイン語に似た語順交替をもつ言語は、ポルトガル
語 (Costa 1998)や現代ギリシア語 (Alexiadou & Anagnostopoulou 1998)など、ヨーロッパを中心に多く報告されてお
り、これを Alexiadou & Anagnostopoulou (1998: 493)は「SVO/VSO交替をもち明示的虚辞をもたない言語」と呼ん
でいる。Dryer (2013)は、VSO/SVOが交替する言語が多く存在することから、これを一類型とみなしている。

3.3.2 MoVIL概念の応用可能性

MoVILにあたる存在が、記述言語学・言語類型論・比較統語論の各分野ですでに知られているにもかかわらず、あ
えて本発表でこの類型を強調するのは、この概念を分野横断的に可視化することが、世界の言語の語順現象のより深
い理解につながると考えるためである。たとえば、マヤ諸語では、Steele (1976)が古典ナワトル語について報告した
ものと似た分裂語順がしばしば観察される (England 1991, Gutiérrez-Bravo & Manforte y Madera 2010, etc.)。オース
トロネシア語族やアフロ・アジア語族など、動詞初頭語順と SVO語順が混在する地域・系統においては、MoVILが
一類型として、または遷移段階として現れることが期待される。また、アラビア語型の VSO/SVO交替や、中国語の
「存現文」のような固定語順言語内の交替も、MoVILとの関連において位置づけなおすことができる。

3.4 外的主題と内的主題
ここまでの議論で、スペイン語とナワトル語の文がともに XVSO型の動詞初頭構造をもつこと、この種の言語が

MoVIL という一類型をなすことを主張した。残る問題は、基底に動詞初頭語順をもつ MoVIL において、なぜ主語
の前置が無標な操作として起こるのかという動機の説明である。この点についてはさらなる検討が必要であるもの
の、本節では、主にイシュキワカン方言のデータをもとに、「内的主題」(internal topic)と「テーマ・レーマの分極化」
(theme–rheme polarization)というキーワードを用いて、機能的立場から暫定的な説明を提示したい。

Aissen (1992)は、マヤ諸語の主題の統語位置が言語間で異なることを指摘し、これを「外的主題」・「内的主題」と
呼んだ。本発表では、これを同一言語内の異なる統語位置を指すものとして採用する。外的主題は、典型的な主題
化要素が転置される文頭位置である。一方、MoVILにおける無標の SVO構文の主語位置を「内的主題」と考える。
(14)の例では、nōn tōrreh「その塔」が外的主題、n ı̄kampānah「その鐘」が内的主題にあたる。

(14) Wan

そして
tōs

FIL

nōn
その

tōrreh,

塔
esteh

FIL

n
DEF

ı̄-kampānah
3SGP-鐘

ō-Ø-ı̄x-tlapah

PST-3S-面-壊れる.PRET

...

「そして、その鐘楼は、鐘がひび割れてしまった」 (Iglesia de Ixquihuacan)

Fassi Fehri (1993)や Zubizarreta ([1995] 1998)は、ここでいう内的主題が典型的な「主題」とは異なることを指摘し
ている。ナワトル語の場合、外的主題は休止によって標示されることが多いが、内的主題はそうではない。また、定
立的な文が SVO語順で現れる傾向からも分かるとおり、内的主題には新情報や不定名詞句が現れることもある。ま
た、外的主題と異なり、内的主題に現れる要素は圧倒的に主語が多い。内的主題と外的主題の主な違いを表 1に示す。

表 1 内的主題と外的主題の主な違い
内的主題 外的主題

統語位置 低 高
典型的に主語 ○ ×
典型的に定 × ○
休止による標示 随意的 ○
中立的文脈で可 ○ ×

3.5 なぜ SVO語順が無標なのか
表 1 のような典型的主題性からの乖離にもかかわらず、本発表で

SVO 構文の主語位置を「内的主題」と呼ぶのは、この位置が主題性・
テーマ性と結びついた談話的性質（軽い主題性）をもっていると考える
ためである。たとえば、第 2.2節で指摘したように、存在文など、主語
が焦点になる場合には SV語順は現れにくい。
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定立的な文で、新情報である主語が「軽い主題性」を受ける理由については、Contreras (1976: 74, 97)の議論が示
唆的である。同論文では、スペイン語における談話的要因と語順との関係を論じるなかで、レーマ性の程度が近い要
素同士が線形的にも隣接する場合に、文の容認度が下がることを指摘している。また、動詞の後に共にレーマ的な 2

つの要素が並んだ場合に、一方を前置する規則 (Rheme Splitting)を提案している。この議論を機能主義的に言い替え
れば、スペイン語には、情報構造の上で一様な節を避け、テーマ・レーマの非対称性を作り出す規則が働いていると
いえる。また、やや趣意は異なるものの、野田 (1994: 50)は、スペイン語の一部の SVO構文が、日本語の有題文と同
様に「文を主題の部分とそれ以外の部分の 2つから構成される構造にするために」生じると述べている。
本発表では、上記の議論を敷衍し、MoVILの定立的文における主語前置は、情報構造の平板化を防ぎ、発話にテー
マ・レーマ構造をもたらすために起こるという解釈を提案する。自然言語では、旧情報を伝える主題と、新情報を伝
える評言に分かれた文がもっとも典型的な文であり、聞き手による解釈の負荷も小さいと考えられる。だとすれば、
主語と目的語の両方が新情報である場合、一方を擬似的に主題化して内的主題の位置に置き、形式上でテーマとレー
マを分極化させることで、情報提示の平滑化を図ることができる。本発表では、この働きを、MoVILにおける主語前
置（主語の内的主題化）の主な動機であると主張したい。イシュキワカン方言において、主節では SVO語順への選好
が強く、従属節では動詞初頭語順の許容度が高いのも、従属節の解釈においては主節の情報が利用できるために、解
釈しやすい情報提示をする動機が相対的に弱いためであると解釈できる。

4 結論
本発表では、スペイン語とナワトル語イシュキワカン方言の語順現象を比較し、SVO語順と動詞初頭語順との体系
的な交替の存在を示した。また、関連する生成文法・言語類型論・メソアメリカ記述言語学の諸分野にわたる成果を
概観し、語順交替の類型の 1つとして、「控えめな動詞初頭言語」(MoVIL)という分類を提示した。最後に、この種
の言語で主語の前置が無標であることの説明として、内的主題化によるテーマとレーマの分極化を提案した。

MoVILにあたる類型は、従来、記述言語学・言語類型論・比較統語論の各分野で個別に議論されてきたもので、な
んら新奇なものではないが、この概念が諸現象を結びつける共通項として再認識されることで、これまで「自由語順」
として等閑に付されてきた諸言語の隠れた語順現象に対する、より具体的な検証が可能になるものと考える。

グロス略号
1一人称; 2二人称; 3三人称; ABS独立形; DEF定冠詞; DUR継続相; FILフィラー; INF不定詞; O目的
語; P所有者; PL複数; POS被所有形; PST過去; PRET完了過去（点過去）; S主語; SG単数

1/2/3、SG/PL、S/O/Pは互いに組み合わせて用いる（例: 3SGO =三人称単数目的語）。
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